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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
・生徒一人ひとりに寄り添い、授業、学校行事及び部活動を活性
化することで「明るく楽しく元気よく」学校生活を送り、将来の
目標を明確にさせる。 Ｂ A A

・学校行事について、計画から運営まで生徒が携わり協働意識を
高めることで、学校への帰属意識を持たせる。

A A A

2 生徒の教育再生の場とし
て、学習の取り組み方や社
会性を育んでいますか。

・不登校等で学習機会が不足した生徒に対し、登校しやすい環境
を整え基礎学力を身につけさせる。他者を思いやる態度を持た
せ、良好な人間関係を構築できる社会性を身につけさせる。 B B B

・生徒の習熟度や実情に応じた指導を心がけ、基礎学力向上を基
本として学び直しや振り返りを行い、学習に取り組む姿勢を身に
つけさせる。 B A B

・教員相互の授業参観、授業研究を通して資質向上をめざすとと
もに、生徒中心の授業展開を工夫などを実践し、授業改善を行
う。 B B B

・主体的、対話的な学習活動を実践し、社会との関わりの中で生
徒が学ぶ意義を実感できる授業展開を実践する。

B C C

・3分野の基礎学力テストに対して目標を持たせ、その達成に向
けた学習意欲を喚起する。

B B B

組織的・継続的な指導を
行っていますか。

・全職員参加の生徒情報交換会で生徒情報を共有し、生徒への対
応、指導方法について全職員で共通認識を持つ。また情報交換会
以外でも日頃から情報共有をはかる。 A A A

・毎日の登校時指導などで生徒を出迎え、職員から挨拶や声かけ
を積極的に行い、話しやすい雰囲気を作る。

B A A

・下校時刻が遅いため、安全に帰宅するよう年間を通して生徒へ
注意喚起する。
・原付、自動車通学者はルールを確認した上で許可証を発行し、
法令遵守、安全運転での登下校を指導する。

C B C

・生徒全員が生徒会行事や部活動に積極的に参加できる環境を整
え、主体性の育成とともに、良好な人間関係を構築できるよう指
導する。 C C C

6 学校はいじめの防止や早期
発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

・日頃から生徒の様子を全職員で観察し、生徒情報を共有した上
で適切に対応し、いじめの防止、早期発見につとめる。また、定
期的に生徒へのアンケート調査を行い、生徒の訴えを見逃さず全
職員で協議して対応する。

C B B

・家庭との連絡を密に取り協力を求めるとともに、個に応じた教
育相談を実践し、学校中心の生活を指導していく。

C C C

・学校行事や部活動の主体的な活動の中で、生徒間の活発な交流
を図る。

B B B

計画的な指導を行っていま
すか。

・キャリア教育セミナーの充実を図るとともに、生徒の多様な進
路やニーズに対応できるよう情報の収集と提供を行う。

B B B

・『進路通信』を適宜発行する。
・担任との面談を通して、自分の将来について考える機会を増や
す。 B C C

生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

・年2回進路希望調査を実施し、担任を中心とした面談の中で自
らの職業適性を見いだす。
・オープンキャンパス等に積極的に参加させることで、希望に
合った進路選択につなげる。

B B B

・学校始業時間までの有効活用と生活習慣の確立、さらに社会経
験を積ませるという観点から就業を積極的に勧める。また、就業
先での悩みなどを気軽に教員に相談できる体制を整える。 B C C

・１１月以降、入学説明会を兼ねた「学校見学」を随時受け入れ
る。1人あたり６０分を目安に丁寧に説明する。

C C C

・学校行事等では個人情報に注意をはらいながら、写真や映像を
記録として残し、WEBページの更新や学校新聞の素材として活用
する。 B C C

　
Ⅵ 教育デジタル

化に努めてい
ますか。

1
１

ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

・ICTを積極的に取り入れることで、授業への関心を高める。ま
た、教員相互でICT活用について情報交換、技術提供を促進し、
生徒の理解、意欲向上につながる教材づくりにつなげる。 B C C

1
２

ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

・会議、打合せはkinakoを活用することで連絡、資料の共有を図
る。
・ペーパーレス化を推進し、紙面資料の配付は必要最小限に抑え
る。

A B B
ICT機器の活用により教職員・生徒への連絡を行っている。次年度もICT機器を活用し、経
費削減・教職員の負担軽減を推進していく。

生徒情報交換会は毎月２回実施した。今年度は教職員が面談等を通じて生徒の情報把握に努
め、全教職員で全生徒の情報が共有できた。次年度もこの体制を維持していきたい。また、
悩みが相談できる先生がいると答えた生徒は第１回７８％から第２回７６％に減少した。次
年度は問題を抱える生徒に対して、個々の背景や人間関係にも注視し、きめ細かい支援を行
いたい。

進路実現に向けて取り組んでいると答えた生徒は第１回８２％から第２回８３％と増加し
た。次年度も学校生活が進路実現につながることを意識させ、主体的な行動を促していく。

現在働いている（アルバイトを含む）と答えた生徒は第１回４６％から第２回４８％と増加
した。就業体験は社会性育成のよい機会であり、勧めている。次年度も学業に支障がないよ
う生活習慣を管理し、両立できるよう指導していく。

学校説明会は１１月２１日（金）・１月１６日（金）の２回実施する。それとは別に１１月
に１名の学校見学者を受け入れた。

学校新聞（定時制の灯）は１学期１回、２学期１回発行した。WEBページは毎月更新するこ
とはできなかった。次年度はWEBページ更新に力を入れたい。また、学校新聞は発行ごとに
郵送し、保護者の学校への関心が高まるようにしていく。

ICT機器を活用し授業を行っている教職員は７１％である。次年度はICT機器を活用して
「個別最適な学び」が実践できるように、教材研究に励む研修制度を構築したい。

学校はいじめ防止に積極的に取り組んでいると答えた生徒は第１回８６％から第２回８３％
に減少した。学校の取り組みに対して生徒の認知度が低い。次年度も未然防止、早期発見、
解消に向けて組織的にいじめ防止に取り組んでいく。

１・２学期合計で欠席状況が２０未満の生徒は６８％であった。規則正しい生活をしている
と答えた生徒は第１回７１％から第２回６６％に減少した。次年度も基本的な生活習慣確立
のため、家庭との連携を密に取り協力を求めるとともに、学校中心の生活を指導していく。

交友関係がうまくいっていると答えた生徒は第１回７９％から第２回７６％に減少した。次
年度は学校行事や部活動の主体的な活動の中で、さらに生徒間の活発な交流を図りたい。

自ら進路情報を得ようと努めていると答えた生徒は第１回７２％から第２回６２％に減少し
た。次年度も進路を具体的に捉えられるように、個別面談を繰り返し、１年次より卒業後の
進路について理解させたい。

『進路通信』は発行できなかった。代替として、ハローワーク主催による就職者向けセミ
ナーを７月、ライセンスアカデミー主催のキャリアセミナーを７月・１２月に実施した。ま
た進路指導担当者によるキャリア講義を７月に２回実施した。

学習に対して達成感や満足感を持っていると答えた生徒は第１回８６％から第２回７９％に
減少した。次年度は振り返り時間を確保して、次の課題にステップアップできるように学習
内容を見直していく。

安全な登下校を心がけていると答えた生徒は第１回７８％から第２回７６％に減少した。次
年度は生徒の安全意識の向上を図り、自転車通学者のヘルメット着用率を上げていきたい。

生徒会活動や部活動に充実感や満足感を持っていると答えた生徒は第１回８９％から第２回
６２％に減少した。次年度は生徒が主体的に活動できるように形態や内容を見直し、全生徒
が楽しく参加できる学校行事を工夫したい。

自分が成長できていると実感していると答えた生徒は第１回7９％から第２回８６％と増加
した。今後も学校生活の楽しさを実感させ、学習意欲の向上と良好な人間関係の育成に努め
たい。また、生徒会行事に主体的に参加していると答えた生徒は第１回９３％から第２回８
６％に減少した。次年度は準備段階から学年を超えた生徒の交流を図り、深い学びにつなが
るような学校行事計画を立案したい。

継続して登校できていると答えた生徒は第１回８９％から第２回９３％と増加した。保護者
は第１回、第２回ともに１００％であった。今後も退学者が出ないよう、生徒に寄り添いな
がら、粘り強さ・たくましさを育成していきたい。

学習指導に満足していると答えた生徒は第１回９３％から第２回８３％に減少した。今年度
は、個別指導を優先し、常に目前の生徒に合わせた教材を作成した。次年度は、基礎学力を
土台として、段階的な学習目標の達成で意欲の向上を図り、満足度を図りたい。

積極的に授業に参加していると答えた生徒は第１回８９％から第２回７６％に減少した。今
年度は学び直しを重視し、基礎学力の充実に力を入れた。次年度は授業において、社会で必
要とされるコミュニケーション能力の育成の充実に力を入れたい。

進路目標に向けて授業に取り組んでいると答えた生徒は第１回８２％から第２回６６％に減
少した。次年度は、教材の工夫により、社会への興味・関心を高め、生徒の社会意識の向上
を図りたい。

㉒資料はデジタルデータで共有化し、職員会議や打合
せの紙面資料の配付は週1回以内にしている。

⑨悩みを相談できる先生がいると感じている生徒が７
０％以上である。

⑪「生徒会活動や部活動が充実している」と評価して
いる生徒が９０％以上である。

⑬欠席状況が２０日未満である生徒の割合が80％以上
である。

８

９

⑮進路に関する情報を自ら得ようと努めている生徒が
８０％以上である。

⑲定時制課程の教育活動を理解してもらうために「学
校見学」を随時受け付ける。

10

7 生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

⑭交友関係がうまくいっていると感じている生徒が８
０％以上である。

５

羅　　　　　針　　　　　盤

①学校生活を通じて「自分は成長できている」と感じ
ている生徒が90％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校
づくりに努め
ていますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

②生徒会主催の学校行事に対して「主体的に参加して
いる」と感じている生徒が80％以上である。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

生徒の充実し
た学校生活に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

⑤授業中、説明する機会があると感じている生徒が８
０％以上である。

⑦学習に対する達成感や満足感を持っている生徒が９
０％以上である。

⑩他の通行者への配慮も含めて安全な登下校を心がけ
ている生徒が100％である。

⑥進路目標に応じた学力を身につけたと自己評価して
いる生徒が８０％以上である。

④生徒の実態を踏まえた学習指導に、生徒の９５％以
上が満足している。

Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

㉑ICT機器を使った授業が８０％以上である。

③不登校等から立ち直り、継続して登校できるように
なった生徒が9５％以上である。

Ⅳ

開かれた学校
づくりに努め
ていますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的
な学習活動に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

⑧全生徒に関する情報交換を月2回実施している。

⑯キャリア教育に関わる情報を学期に2回以上発信し
ている。

⑰自分の適性を理解して、進路実現に向けて取り組ん
でいる生徒が９０％以上である。

⑱アルバイトを含め就業している生徒が９０％以上で
ある。

⑳学校新聞を学期に1回以上発行し、かつWEBページ
を月に1回以上更新している。

⑫学校は、いじめの防止や早期発見に向けた取り組み
を積極的に行っていると認識している生徒が１００％
である。

⑨は具体的数値項目が70％になっているの
で、実績76％なので自己評価はAである。
⑩は移動手段が多様で安全への感覚が個人
で異なることから、100％の目標を立てる
なら安全な登下校の最低基準を設ける必要
がある。例えば、車なら一時停止や速度、
信号機遵守、飲酒運転やスマホ等わき見禁
止など、自転車なら前述に加えヘルメット
の着用などの最低限のルールを策定し、生
徒に示すと良い。⑪の27％の大幅な減少は
十分に検証する必要がある。今後は、生徒
同士の絆づくりに期待したい。

生徒の主体的
な進路選択に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

㉑教職員の目標は達成するべきである。
今後の努力に期待したい。㉒の紙面資料
は週1回以内ではなく、会議の種別に応
じてペーパーレス会議にするなどの工夫
が必要である。職員会議は画面を使って
ペーパーレス化しないと、紙面資料はな
くならない。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

⑲学校説明会の参加人数増加のために
は、定時制を希望する生徒がどこに存在
するのかを知っていれば効果的な周知が
できるはずである。周知方法や掲載場所
を改めて検討するべきだ。⑳のインター
ネットからの情報発信はいまや必須なの
で、最新の情報掲載をお願いしたい。

⑯の「適宜」は必要に応じてという意味
であるので、発行して欲しかった。⑮の
きっかけになる可能性があるので、簡単
なものでもいいから、発行して欲しい。
それが、生徒自ら進路情報を得ようとす
る後押しにもなるはずである。⑱の現在
の定時制の現状は昔のイメージの仕事を
しながら卒業したいというものではない
と聞いているので、アルバイトの就業率
は80％程度でも良いのではないか。今
後は、担任面談などの個人指導の充実を
期待したい。

⑫のいじめについて全教職員が観察してい
る努力に敬意を表する。⑬欠席が多い生
徒、規則正しい生活ができない生徒がそれ
ぞれ全体の1/3もいることから、面談によ
る実態把握と保健師などによる指導が望ま
しい。今後は、いじめ防止対策の一層の充
実をお願いしたい。

学校関係者評価

④の数値目標が95％なのは高すぎる気
がするが、90％の満足度ならば十分だ
と評価する。⑤の具体的数値項目の「説
明する機会がある」ではなくて「授業に
参加している」に変更しても良いのでは
ないか。⑥の「学力」という重要な項目
が82％から66％と著しく減少している
ことから原因の究明と対策に取り組んで
欲しい。⑦は簡単な小テストで小さな成
功を積み重ねていけば達成感や満足度も
多少良くなるのではないか。今後は、生
徒の実態を踏まえた、分かりやすい授業
の実践継続をお願いしたい。

事情のある生徒たちを受け入れて、その
生徒たちの社会的な自立に向けて、一人
一人に丁寧な指導を行っている。よって
①②ともに80％を超えれば十分であ
る。今後は、成長を実感できていない生
徒や学校行事に主体的に参加できていな
い生徒のフォローアップもお願いした
い。

1

３ 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

４

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策


